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SPECIAL
特
集

若
い
世
代
の〝
や
っ
て
み
た
い
！
〞を
応
援
し
た
い

人
が
繋
が
り
始
動
し
た
新
た
な
う
ね
り

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

菅
井　

高
屋
が
賑
や
か
だ
っ
た
頃
か

ら
、
次
第
に
寂
し
い
雰
囲
気
に
な
っ

て
い
く
状
況
を
見
て
き
た
の
で
、「
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
強
い
想

い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

考
え
を
共
に
す
る
仲
間
た
ち
が
増
え

て
い
き
、
市
と
近
畿
大
学
の
※
Ｔ
ｏ

ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
構
想
で
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
へ

の
本
格
的
な
参
画
も
経
て
、
今
年
６

月
に
ま
ち
づ
く
り
組
織
と
し
て
合
同

会
社
Ｇ
11
を
設
立
し
ま
し
た
。

Ｑ　

地
域
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

市
川　

地
域
の
特
徴
は
若
者
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
。
中
高
一
貫
の
学
校
も

あ
り
電
車
で
通
う
学
生
が
こ
れ
だ
け
い

る
こ
と
は
強
み
と
し
て
生
か
せ
る
で

し
ょ
う
。
現
在
、空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
交
流
拠
点
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、最
終
的
に
地
域
や

関
わ
る
人
の
こ
こ
で
の
暮
ら
し
が
豊
か

に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐　

参
加
し
て
み
て
思
っ
た
の

は
、「
地
域
を
良
く
し
た
い
」
と
い

う
熱
い
大
人
が
多
い
な
と
。
私
自
身
、

高
屋
の
未
来
を
担
っ
て
い
る
と
言
っ

た
ら
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

未
来
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

が
高
ま
っ
て
き
て
、
地
域
へ
の
愛
着

が
湧
い
て
き
て
い
ま
す
。

板
垣　

僕
は
空
港
か
ら
近
い
と
こ
ろ

で
移
住
先
を
探
し
て
い
て
な
ん
と
な

く
こ
こ
に
来
た
と
い
う
の
が
最
初
で
す

が
、
今
は
高
屋
の
人
の
つ
な
が
り
が
す

ご
く
魅
力
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
エ

ン
タ
メ
作
り
を
通
じ
て
、
将
来
は
ク
リ

鍋島議員、大下議員が聴く

世代を超えてみんなで取り組む
西高屋のにぎわいづくり
表紙写真／西高屋駅前でまちづくりを進める皆さん

　JR西高屋駅前通りの空き家の増加や老朽化
が進行する中、駅周辺の活力や魅力を高めようと
する地域住民や地元事業者の方々が集まって設
立したまちづくり会社である合同会社G1

イレブン
1の皆

さん、また、G11と連携して「学生と地域がつなが
る拠点づくり」に取り組む皆さんに話を伺いました。

※Ｔｏｗｎ＆Ｇｏｗｎ構想　　 持続可能な未来のビジョンを共有する東広島市と大学が包括的、日
常的、継続的、組織的な関係を構築し、持続的な地域の発展と大学
の進化をともにめざす構想のこと。

近畿大学工学部建築学科
教授　市川　尚紀さん

合同会社G11
代表　菅井　晃彦さん

合同会社G11
副代表　木村　将希さん

合同会社G11
顧問　井上　泰秀さん

合同会社G11
役員　板垣　護さん

株式会社マエダハウジング
松本　和之さん

近畿大学工学部建築学科
五十嵐　千帆さん

近畿大学工学部建築学科
山崎　由佳さん

プロフィール
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❷❷

❸❸

❹❹

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
に
携
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
学
生
に
全
国
か
ら
集
ま
っ

て
も
ら
え
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

Ｑ　

活
動
の
や
り
が
い
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

松
本　

僕
が
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、

勤
め
て
い
る
会
社
の
活
動
と
し
て
地

域
貢
献
を
で
き
た
ら
と
市
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
紹
介

さ
れ
て
、
本
業
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。み
ん
な
の
ア
イ
デ
ア
が
集
ま
っ

て
色
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
な
が
り
、

大
き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

木
村　

８
月
に
は
高
屋
を
本
拠
地
と

す
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
プ
ロ

リ
ー
グ
参
戦
の
様
子
を
応
援
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
夏
の
学
園
祭
」
を
学
生
運

営
で
開
催
し
ま
し
た
。「
に
ぎ
わ
い

が
戻
っ
た
」
と
地
域
の
方
も
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山
崎　

大
学
生
が
ま
た
戻
っ
て
き
た

い
と
思
え
る
こ
と
は
す
ご
く
素
敵
。

学
生
の
意
見
を
大
人
の
皆
さ
ん
が
丁

寧
に
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
で
、
今
後

も
後
輩
た
ち
が
活
動
に
参
加
し
、
卒

業
後
も
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
流
れ
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上　

私
は
住
民
自
治
協
議
会
の
副

会
長
で
も
あ
り
ま
す
。
活
動
の
中
で
、

若
者
の
「
親
や
祖
父
母
世
代
と
こ
ん

な
に
ま
ち
の
こ
と
を
話
し
た
こ
と
は

今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

動
き
は
起
爆
剤
に
な
っ
て
い
て
、
人

間
関
係
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
活
動
が
壁

に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
年
寄
り
に
で
き
る
こ
と

は
そ
の
壁
を
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
。

し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ　

ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

で
す
か
。

菅
井　

大
人
が
ア
イ
デ
ア
を
用
意
す

る
の
で
は
な
く
、
若
い
世
代
の
ア
イ

デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
形
に
し
て
い
け
る

よ
う
な
、
高
屋
に
来
た
ら
夢
が
叶
う

よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

市
川　

10
年
ス
パ
ン
の
話
で
、
こ
の

地
域
を
「
帰
り
た
く
な
っ
た
と
き
に

帰
れ
る
場
所
」
に
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
ゆ
っ
く
り
、

少
し
ず
つ
じ
わ
じ
わ
と
。
今
は
種
ま

き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

①　取材風景
②　ワークショップの様子
③　第１回西高屋駅前　夏の学園祭
　　会場の外観（８月20日開催）
④　 夏の学園祭　ｅスポーツパブ
リックビューイング

⑤　夏の学園祭　縁日の賑わい
⑥　夏の学園祭　手作りポスター
⑦　空き家のリノベーションの様子

❶❶

❺❺ ❻❻ ❼❼
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令和６年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和６年８月30日～10月７日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議 案 第 ９ ８ 号　令和６年度東広島市一般会計補正予算（第３号）

委員会提出議案第６号　ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する決議について

議員提出議案第５号　発達障がいに関する障がい福祉の充実に関する決議について

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
真
政
倶
楽
部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第98号 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

委員会提出議案第６号 ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ×

議員提出議案第５号 退 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席　「退」は退席

議案の内訳
10月７日に議決された案件は除きます。

●条例案…５件　●予算案…４件　●同意案…３件　●諮問…３件

●その他…10件　●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…１件　●議長発議…１件

（　●全会一致可決…26件　●賛成多数可決…３件）

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

〈
議
案
第
88
〜
90
号
〉

東
広
島
運
動
公
園
体
育
館
等
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

◎
議
案
第
88
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

建
築
一
式
工
事

○
工
事
の
内
容

体
育
館　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

一
部
鉄
骨
造　

３
階
建
て　

延
べ

面
積　

１
万
4
0
9
平
方
メ
ー
ト
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー　

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建
て　

延
べ

面
積　

5
4
6
平
方
メ
ー
ト
ル

駐
輪
場　

鉄
骨
造　

平
屋
建
て　

延

べ
面
積　

1
1
4
平
方
メ
ー
ト
ル

○
契
約
金
額

　

４
億
３
５
３
３
万
６
０
０
０
円

○
契
約
の
相
手
方

　

平
原
建
設
株
式
会
社

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

◎
議
案
第
90
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

機
械
設
備
の
改
修
に
係
る
工
事
一
式

○
工
事
の
内
容

　

 

空
気
調
和
設
備
工
事
、
換
気
設
備
工

事
、
衛
生
器
具
設
備
工
事
等

○
契
約
金
額

　

５
億
８
９
６
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

ダ
ン
環
境
設
備
株
式
会
社　

東
広
島

営
業
所

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

◎
議
案
第
89
号

○
請
負
契
約
の
内
容

　

電
気
設
備
の
改
修
に
係
る
工
事
一
式

○
工
事
の
内
容

　

 

電
灯
設
備
工
事
、
受
変
電
設
備
工
事
、

発
電
設
備
工
事
等

○
契
約
金
額

　

４
億
２
５
１
５
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

日
本
電
設
工
業
株
式
会
社　

中
国
支

店
○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

空
調
設
備
は
重
油
式
か
ら
電
気
式

に
切
り
替
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

ち
ら
に
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

Ａ 　

重
油
代
の
替
わ
り
に
電
気
代
が
増

え
る
が
、
機
器
の
省
エ
ネ
化
な
ど
に

よ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は
コ
ス
ト
が
下

が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ 　

体
育
館
の
床
の
材
質
に
は
ど
う

い
っ
た
変
化
が
あ
る
の
か
。

Ａ 　

使
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

方
々
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
よ
る
と
、
木
質
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
も
兼
ね
備
え
た
も
の
が
一
番
い
い

と
い
う
御
意
見
が
多
数
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
の

よ
う
な
材
質
の
も
の
を
採
用
し
て
い

る
。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

〈
議
案
第
93
号
〉

東
広
島
市
高
屋
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

○
条
例
制
定
の
理
由

　

 　

市
民
の
交
流
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
養
・

調
査
研
究
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東

広
島
市
高
屋
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置

し
、
そ
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容

位
置　

東
広
島
市
高
屋
町
中
島
4
5

0
番
地
５

　

施
設

　

・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

・
東
広
島
市
立
高
屋
図
書
館
な
ど

　

事
業

　

・ 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
人
の
来
館

及
び
多
様
な
交
流
の
促
進
並
び
に

地
域
住
民
の
交
流
の
場
の
創
出
に

関
す
る
こ
と
。

　

・ 

市
民
一
人
一
人
の
関
心
及
び
学
習
に

対
す
る
情
報
提
供
並
び
に
学
習
活

動
の
支
援
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

図
書
館
ス
ペ
ー
ス
の
開
館
時
間
が

12
時
〜
20
時
と
な
っ
て
い
る
が
、
な

ぜ
12
時
か
ら
の
開
館
と
し
て
い
る
の

か
。

Ａ 　

設
置
場
所
が
駅
舎
内
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
駅
を
利
用
さ
れ
る
学
生
な
ど

の
帰
宅
時
間
を
考
慮
し
、
夕
方
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
と
し

て
、
こ
の
時
間
と
し
て
い
る
。

Ｑ 　

図
書
館
の
蔵
書
に
何
ら
か
の
特
色

を
出
そ
う
と
い
う
意
向
は
あ
る
か
。

Ａ 　

西
高
屋
の
中
高
生
を
中
心
に
42
名

に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
と
、
こ
の
図
書
館
の
運
営

の
委
託
を
考
え
て
い
る
図
書
館
流
通

セ
ン
タ
ー
に
協
力
い
た
だ
い
て
選
書

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

・ 

学
習
の
成
果
を
生
か
す
た
め
の
展

示
会
、
発
表
会
等
の
開
催
及
び
そ

の
奨
励
に
関
す
る
こ
と
。

　

・ 

東
広
島
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管

理
条
例
に
規
定
す
る
事
業
に
関
す

る
こ
と
。

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理　

高
屋
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
の
管
理
を
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
ま
す
。

開
館
時
間
等　

開
館
時
間
・
休
館
日

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

施
行
期
日　

令
和
７
年
５
月
31
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
教
育
委
員
会
規

則
で
定
め
る
日
等

【高屋情報ラウンジ外観イメージ】
交流センター（手前）・図書館（奥）

施　設 開館時間 休館日

交流センター

午前７時
30分から
午後８時
まで

年中無休

図書館

図書
スペース

午後０時
から
午後８時
まで

・日曜日
・祝日
・12月29日から
　翌年の１月３日まで
・館内整理日
・特別整理日

フリー
スペース

24時間
開館 年中無休

開館時間等
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

新
規
に
開
設
す
る
民
間
い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援
、
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
生
活
市
道
の
整
備
、
福
富
み
ら

い
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
13
億
７
５
４
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を

１
０
０
６
億
８
８
３
５
万
２
千
円
と
す
る
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

市
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
と
め
た
内

容
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
に
は
図
書

館
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

既
に
福
富
図
書
館
が
あ
り
、
人
口
２
，

1
0
0
人
の
町
に
２
つ
の
図
書
館
が

必
要
か
は
疑
問
で
あ
る
。
検
討
が
必

要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
民
間
い
き
い

き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
新
規
開
設
へ
の

支
援
な
ど
を
早
期
に
実
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

中
島
10
号
線
に
架
か
る
橋
の
復

旧
・
通
学
環
境
の
早
期
改
善
を
図
る

べ
き
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
の
整
備
を

行
う
生
活
デ
ザ
イ
ン
・
工
学
研
究
所

の
取
組
み
は
企
業
の
成
長
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で

賛
成
す
る
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

意 

見　

福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、

実
施
設
計
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
６
億
円
の
負
担
と
な
る
。

※
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、ま
だ
検
討
が
足
り
て
い
な
い
。

意 

見　

あ
る
も
の
を
い
か
に
有
効
活
用

し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
が
な
け
れ

ば
、
本
市
の
成
長
は
な
い
。
単
に
地

域
の
人
た
ち
が
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
企
業
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た
今

ま
で
に
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
い
い
取

組
み
だ
と
思
う
。

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

福
富
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に

は
福
富
み
ら
い
ベ
ー
ス
の
整
備
よ
り

も
農
業
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

〈
議
案
第
98
号
〉

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）を
可
決
し
ま
し
た

補正予算（第３号）　補正額　13億7,542万１千円
主な内容
●新規民間いきいきこどもクラブ開設準備補助
　・対象事業者：全４施設（定員約140人）
　　　　　　　　西条中央、西条西本町、西条昭和町、西条岡町
　・開設時期：令和７年４月（予定）
 5,040万円

●生活市道の整備
　 高屋西小学校の通学路である中島10号線に架かる橋が令和６年６月末の
豪雨で被災したため、橋の復旧にあわせて通学路の改良を行い、通学環
境の早期改善を図ります。
 3,300万円

●福富みらいベースの整備
　 生活デザイン・工学研究所が進めている中山間地域における生活価値の
創造に向けて、廃校となった学校を活用し福富地域の拠点施設を整備し
ます。
 600万円

※トライアル・サウンディング　　 民間事業者に検討対象となる公共施設を暫定的に使用してもら
い、民間事業者の提案事業を試験的に実施する機会を提供する
もの。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら

な
る
少
人
数
学
級
の
実
施
、
教
職
員
定
数
の
改
善
並
び
に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
105
号
〉

御
薗
宇
小
学
校
の
増
築
及
び

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
7
号
〉

政
府・国
会
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

意見書の全文

さらなる少人数学級の実施、教職員定数の改善並びに
義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書

　令和３年３月に公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する
法律（義務標準法）が改正され、公立小学校の学級編制標準が学年進行により段
階的に35人に引き下げられ、令和７年度に完了する予定である。小学校だけにと
どまるのではなく、中学校での35人学級の早期実施が必要であり、きめ細かな教
育をするためにはさらなる学級編制標準の引き下げが不可欠である。
　学校現場では、貧困、いじめ、不登校等、解決すべき課題が山積しており、子
どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究及び授業準備の時間を十分に
確保することが困難な状況になっている。ゆたかな学び及び学校における働き方
改革実現のためには、加配教員の増員、少数職種の配置増等、教職員の充足が不
可欠である。
　よって国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地
方自治体が計画的に教育行政を推進することができるよう、次項の措置を講じら
れるよう強く要請する。

１ 　中学校での35人学級を早期に実施すること。またさらなる少人数学級につい
ても検討すること。
２ 　学校の働き方改革及び子どもたちのゆたかな学びを実現するため、加配教員
の増員、少数職種の配置増等、教職員の充足を推進すること。
３ 　自治体で国の基準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよ
う加配教員の削減は行わないこと。
４ 　新卒者の就業機会、教職員の年齢構成のバランス等を考慮し、すべての自治
体で定年引上げ期間中に教職員の安定的な新規採用ができるよう、定数加配措
置をはじめ処遇改善に必要な財政措置を講じること。
５ 　教育の機会均等並びに水準向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教
育費国庫負担制度の国負担割合を引き上げること。

○
請
負
契
約
の
内
容

　

建
築
一
式
工
事

○
工
事
の
内
容

　

 

校
舎
棟
の
増
築
、
管
理
普
通
教
室
棟
、

特
別
教
室
棟
の
改
修

○
契
約
金
額

　

18
億
２
９
３
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

増
岡
組
・
西
条
電
気
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

○
工
期

　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
13
日
ま
で

委
員
会
で
の
質
疑

Ｑ 　

増
築
部
分
の
工
事
面
積
が
今
の
校

舎
と
同
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
う
え
で
、
今
回
の
増
築
と

な
っ
た
の
か
。

Ａ 　

現
在
、
既
存
の
10
教
室
に
加
え
、

仮
設
の
６
教
室
で
対
応
し
て
き
た
。

今
後
、
児
童
数
が
7
0
0
人
を
超
え

る
規
模
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
24
教
室
で
そ
の
規
模
に
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 　

分
離
発
注
が
原
則
だ
と
思
う
が
、

一
括
発
注
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

Ａ 　

こ
れ
ま
で
２
回
入
札
を
行
い
、
１

回
目
は
分
離
し
て
発
注
し
た
が
、
建

築
に
応
札
者
が
お
ら
ず
、
入
札
不
調

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
２
回
目
は

市
内
業
者
を
優
先
す
る
考
え
で
、
２

者
に
よ
る
異
業
種
※

Ｊ
Ｖ
を
可
能
と

し
た
う
え
で
一
括
発
注
を
行
っ
た
。

※ＪＶ　　 ジョイント・ベンチャーの略。共同企業体ともいう。複数の建設企業が一つの建設工事を
受注、施工することを目的として形成する事業組織体のこと。企業が単独で受注、施工を
行う場合と比べ、資金力が大きくなること、リスク分散ができること等が利点とされる。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

※ユニバーサルデザイン　　 「すべての人のためのデザイン」という意味で、年齢・性別・国籍・
障がいなどにかかわらず、誰もが利用できるデザインのこと。

　ウェル・ビーイング　　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
実
施
し
た
一
般
質
問
を
政
策
提
言
に
結
び
付
け
る
取
組
み
の
結
果
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
関
す
る
、
行
政

の
率
先
し
た
取
組
み
及
び
民
間
施
設
の
整
備
に
向
け
た
助
言
等
、
並
び
に
ト
イ
レ
の
設
備
と
位
置
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
方
法
の
実
現
に
つ
い
て
、
執
行
部
に

求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
6
号
〉

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
関
す
る
決
議

本
会
議
で
の
討
論
（
一
部
）

賛 

成　

多
く
の
多
目
的
ト
イ
レ
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

や
介
助
者
等
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
ま
た
公
共
施
設
に
お
い
て
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

シ
ー
ト
や
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
ト
イ
レ
が
少

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る

３
つ
の
提
案
の
と
お
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
判

断
し
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

一
般
質
問
に
お
い
て
既
に
執
行
部
か
ら
前
向
き
な
答

弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
議
会
全
体
で
の
決

議
と
し
て
出
す
必
要
性
は
な
い
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
さ
れ
た
ト
イ
レ
の
重
要
性
は

非
常
に
高
い
と
思
う
。
こ
の
整
備
に
関
し
て
の
３
つ
の
提

言
は
、
ま
さ
し
く
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
も
の

で
あ
り
、
本
市
に
お
け
る
※
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実

現
、
や
さ
し
い
未
来
都
市
東
広
島
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
な
る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する決議
　高齢者、障がい者等の施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図り、公共の福
祉の増進に資することを目的として、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す
る法律」が平成18年に制定され、ハード・ソフト施策の充実や、高齢者・障がい者等を含
む全ての人が暮らしやすいユニバーサル社会の実現を目指している。この法律の施行以降、
高齢者・障がい者等を区別しない全ての人が利用可能な環境づくり（ユニバーサルデザイン）
が求められるようになりつつある。
　そして、令和３年３月には国土交通省において、「標準的なスペースでの対応が困難な重
度の障害や介助者の利用を想定した整備を考慮すべき」という指針が示され、建築物のバ
リアフリー化の一層の推進のため、「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計
標準」が改正され、車椅子使用者用便房の大きさについて、重度の障がい者や介助者の利
用を想定した見直しを行うこととしている。
　このように、国においても、誰もが安心して快適に利用できる環境を実現するため、全
ての人にとって使いやすい建築物の整備が図られるなど、様々な取組が進められているが、
本市の現状は、多くの多目的トイレが重度の障がいのある方や介助者等にとって利用しや
すいものとなっておらず、また、公共施設においてもユニバーサルシートや十分なスペー
スが確保されたトイレの数が少なく、当事者にとって安心して外出できる環境が充分に整っ
ていないものと考えられる。
　そのため、地域共生社会の実現を目指す本市において、まずは市が率先して市営の公共
施設にユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に取り組むことに意義があり、
各部署が連携してスピード感を持って進める必要性がある。また公共施設だけでなく、市
民にとって身近な生活圏内にある民間事業者の施設においてもユニバーサルデザインに配
慮したトイレの環境整備が求められる。あわせて、トイレの設備や場所について、分かり
やすい情報提供の実現が期待されている。
　このことは障がいの有無に関わらず、子育てや介護をされている方、また、高齢の方な
ど全ての人が安心して外出を楽しめるまちづくりにもつながる。そして東広島市内だけで
なく、近隣市町からも「やさしいまち」として認識されることで、外出先として選ばれ、
活気のあるまちの実現にも寄与するものと考えられる。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

１ 　今後新設する公共施設における多目的トイレに十分なスペースを確保すると共に、必
要性や用途に応じてユニバーサルシート等を設置し、標準的なスペースでの対応が困難
な重度の障がい者や介助者の利用を想定した整備を行うこと。

２ 　ユニバーサルデザインに配慮したトイレの環境整備に関する民間事業所等との勉強会
の実施や、新設又は改修する際の助言、ノウハウの提供を行うこと。

３ 　公共施設と民間施設が有するトイレの設備情報と位置情報が、一目で把握できる分か
りやすい情報提供方法を実現すること。

　以上、決議する。
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令和６年第３回定例会　議案の概要

　

発
達
障
が
い
の
支
援
に
関
し
課
題
が
あ
り
、
か
つ
、
執
行
部
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
議
員
提
出
議
案
第
5
号
〉

発
達
障
が
い
に
関
す
る
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
※
決
議

本
会
議
で
の
討
論
（
一
部
）

反 

対　

所
管
す
る
文
教
厚
生
委
員
会
で
権
限
の
あ
る
所
管
事
務
調
査

な
ど
が
行
わ
れ
ず
採
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
委
員
会
と
し
て
の
責

任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
審
査
が
不
十
分
な
案
件
を
責
任
を

持
っ
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、残
念
だ
が
反
対
す
る
。

賛 

成　

議
案
と
な
る
ま
で
の
過
程
が
ベ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
決
議
の
本
質
で
あ
る
全
て
の
項
目
を
市
議
会
が

中
長
期
的
な
共
通
認
識
と
し
て
持
つ
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

政
策
研
究
会
で
調
査
研
究
さ
れ
た
結
果
を
議
員
提
出
議
案
と

し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
本
来
は
所
管
す
る
常
任
委
員
会
で
研
究
結

果
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
決
議
案
を
作
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
決
議
の
原
則
で
あ
る
全
会
一
致
を
目
指
す
努
力
を
せ
ず
、

委
員
会
採
決
で
の
可
否
同
数
を
委
員
長
判
断
で
可
決
と
す
る
な
ど
、

常
識
的
な
議
会
運
営
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

未
就
学
時
期
な
ど
の
早
い
段
階
に
お
い
て
、
発
達
の
課
題
等

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
そ
の
子
の
学
童
期
が
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
な
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反 

対　

こ
の
決
議
の
趣
旨
自
体
は
賛
成
だ
が
、
取
組
み
の
内
容
な
ど

に
も
う
少
し
検
討
が
必
要
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 
成　

こ
の
決
議
の
内
容
を
議
会
が
共
有
し
、
福
祉
分
野
を
超
え
、

社
会
全
体
の
施
策
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
、

賛
成
す
る
。

発達障がいに関する障がい福祉の充実に関する決議
　発達障がいは、身近にありながら、外見からは分かりにくい障がいであることから、社会の中で十分に知られていな
い障がいであった。
　しかし近年、発達障がいに関する情報が広く社会に知られるようになり、療育的支援などを早期に行うことで、社会
への適応力を向上させていくことができることも認知されつつある。
　文部科学省が令和４年に行った調査では、全国の小中学校の児童・生徒の8.8％が学習面又は行動面において著しい
困難を示すとされており、福祉現場では10％程度に発達障がいの可能性があるのではないかとの声もある。
　発達障がいに関する国の動向としては、平成17年に発達障害者支援法が施行され、発達障がいには、早期発見とそ
の後の切れ目のない支援が重要であることが明確に示され、国及び地方公共団体の責務が明らかにされている。
　また、令和６年７月には新たな児童発達支援ガイドラインが示され、障がいのある子どもやその家族に対して質の高
い支援を提供することが求められている。
　こうした状況は全国的な流れであるが、本市においても児童発達支援に係る扶助費が増加傾向を維持していることか
ら、同様の傾向を示していると考える。
　これらのことから、市、教育機関、福祉事業所などが緊密に連携し、一層の支援の質と量を向上させる取組が必要である。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

（１）発達に課題のある子どもへの支援に関する統一的な方針の明確化
 　 　発達に課題のある子どもたちへの支援の基本的な考え方について、過去の実績や数値など統計に基づき、社会資
源や行政支援のあり方など目指すべき社会像を示した上で、統一した方針を示すこと。

（２）保育所巡回及び保育所等訪問支援の充実
 　 　生活環境の変化に伴い、幼少期より保育所等に入所する児童が多くなっていることから保育施設等の役割は大き
くなっている。保育所への巡回の頻度を増やすなどの取組の充実を図ること、保育所等訪問支援を充実させていく
こと及び家庭への訪問支援を充実させることにより、一貫した療育に取り組むこと。

（３）市内の児童発達支援事業所との連携、協力体制の強化
 　 　市内の発達支援事業所、障がい者支援事業所、就労支援体制のある事業所などとより緊密な連携を図り、協力体
制の強化確立に取り組むこと。

（４）児童発達支援に関する人材の確保、育成の充実
 　 　発達に課題があると思われる児童は増加傾向にある中、本市においては、相談員、支援員など発達支援に関わる
人材が不足していることから、児童発達支援に関わる人材の確保及び育成に取り組むこと。

（５）子育て支援施設での相談、当事者の療育体験や親子療育の充実
 　 　本市では、発達に課題がある子どもたちの保護者等が自身でサービス計画（セルフプラン）を作っている状況が
あるが、より効果的な計画策定にするため、相談体制の整備、発達特性に沿った的確な支援、家庭での療育環境支
援等、幼少期より療育に取り組むことが出来る環境、体制づくりを行うこと。

（６）発達支援事業所の充実
 　 　発達に課題がある子どもの増加に伴い、相談事業所の数と質の確保が喫緊の課題となっている。これらが充実す
るよう取り組むこと。

（７）就労支援体制の確立
 　 　支援が必要な方の※Well-beingのため就労支援体制を確立するよう取り組むこと。

　以上、決議する。

※決議　　21ページをご参照ください。
　Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ（ウェル・ビーイング）　　９ページをご参照ください。市議会だより　2024.11 page.10



一 般 質 問

※エスコートゾーン　　 横断歩道の中央に敷いた点字ブロックにより、視覚障害者の通行をサポートする路上設備。
　信ＧＯ！　　 スマホで音声・振動・画面表示による歩行者信号の情報（青信号、赤信号、青点滅）の確認や歩行者信号の押しボタ

ンの操作などができるアプリ。警察庁が推進する高度化PICS（歩行者等支援情報通信システム）が設置された交差点
で利用できる。

※再エネ　　 再生可能エネルギーの略。太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど、資源が枯渇することなく永続的に利用できる
自然の力を利用して作るエネルギーのこと。

公
共
施
設
な
ど
へ
の

※
再
エ
ネ
導
入
に
つ
い
て

質　

問

　

災
害
時
に
外
部
電
力
が
遮
断
さ
れ
た

場
合
に
備
え
て
、
防
災
拠
点
と
な
る
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
や
蓄

電
池
の
備
え
は
必
須
だ
と
思
う
。
設
計

段
階
か
ら
再
エ
ネ
導
入
に
対
し
て
考
慮

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

現
在
、
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
公
共

施
設
へ
の
再
エ
ネ
と
蓄
電
池
の
導
入
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

新
た
に
事
業
着
手
に
至
っ
て
い
る
公

共
施
設
は
９
施
設
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
設
置
目
的
や
状
況
に
応
じ
、
利

用
者
の
利
便
性
や
管
理
コ
ス
ト
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
本
市
の
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
、
可
能
な
限
り
省
エ
ネ
性
の

高
い
機
器
の
導
入
を
図
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

質　

問

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の
方
は
高
齢
者
も

多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
捕
獲
に
協
力
す

る
人
が
い
な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
す

る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
何
ら
か
の
支

援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

捕
獲
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
箱
わ
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
令
和
３
年

度
に
本
格
導
入
し
、
今
後
も
市
内
の
箱

わ
な
す
べ
て
に
計
画
的
に
配
備
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
、
捕
獲
時
の
止
め
刺
し
負
担
の
軽

減
策
と
し
て
、
各
捕
獲
班
へ
電
気
や
り

の
導
入
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

質　

問

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
の
『
外

出
に
不
安
を
感
じ
る
』
等
の
困
り
事
の

相
談
を
踏
ま
え
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
無
い
箇
所
の
修
繕
に
つ
い
て
本
市

の
方
針
を
伺
う
。
②
本
市
に
お
け
る

※
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
状
況
を

伺
う
。
③
道
路
横
断
支
援
と
し
て
、
光

と
音
と
振
動
で
信
号
情
報
を
知
ら
せ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
音
響
装
置
の
設
置
や
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
「
※
信
Ｇ
Ｏ
！
」
の
運
用
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
④
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
盲
導
犬
ふ
れ
あ
い
学
習
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
⑤
視
覚
障
が

い
の
あ
る
方
か
ら
は
、
生
活
す
る
上
で

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
相

談
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

高
垣
市
長

答　

弁
／
細
谷
危
機
管
理
担
当
理
事

　
　
　
　

藤
原
建
設
部
長

　
　
　
　

片
岡
学
校
教
育
部
長

　

①
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
損
傷
が
著
し

い
箇
所
と
並
行
し
て
対
応
を
進
め
る
。

②
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

視
覚
障
が
い
者
の
利
用
頻
度
が
高
い
公

共
施
設
等
の
周
辺
に
つ
い
て
警
察
と
協

議
し
て
い
く
。
③
利
用
者
等
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
所
管
す
る
警
察
へ
設
置
要
望

を
行
う
。
④
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
て
の

盲
導
犬
に
よ
る
手
引
き
歩
行
の
体
験
な

ど
を
通
し
て
、
盲
導
犬
や
視
覚
障
が
い

の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

る
。
⑤
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
情
報
提

供
や
移
動
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

つ
い
て
の
相
談
が
多
い
。
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
す
べ
て
の
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
の
実
現
に
努
め
る
。

一 般 質 問

原
は ら だ

田　栄
え い じ

二
（公明党）

質問した項目
■地域共生社会の実現について

小
こ い け

池　恵
え み こ

美子
（市民クラブ）

質問した項目
■ゼロカーボンシティ実現への
施策について

■有害鳥獣対策について

小池議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

原田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

市議会だより　2024.11page.11



一 般 質 問

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

有
害
鳥
獣
対
策
の
主
な
も
の
と
し
て
、

「
隠
れ
場
所
を
作
ら
な
い
」、「
エ
サ
を

置
か
な
い
」、「
適
正
な
防
護
柵
を
整
備

す
る
」
の
三
点
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

農
作
物
被
害
が
格
段
に
減
少
し
て
い
な

い
の
は
事
実
で
あ
り
、
新
た
な
対
策
と

し
て
イ
ヌ
を
活
用
し
た
追
い
払
い
を
導

入
で
き
な
い
か
。
イ
ノ
シ
シ
、
鹿
は
ジ

ビ
エ
と
し
て
産
業
展
開
さ
れ
て
い
る
の

で
捕
獲
と
狩
猟
に
悪
影
響
を
与
え
な
い

こ
と
、
地
域
の
理
解
を
十
分
に
得
る
こ

と
が
重
要
だ
が
、
他
団
体
等
で
の
成
功

例
も
あ
り
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

イ
ヌ
を
使
っ
た
追
払
い
に
つ
い
て
は

過
去
に
検
討
し
て
い
る
が
、
誰
が
飼
う

の
か
、
誰
が
訓
練
す
る
の
か
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
導
入

に
至
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
他
自
治

体
で
は
支
援
事
例
も
あ
り
、
引
き
続
き

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

西
条
第
二
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

西
条
第
二
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
お
い
て
、
事
業
完
了
予
定
時
期
と
進

捗
率
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
台
信
都
市
部
長

　

こ
れ
ま
で
の
宅
地
化
の
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
令
和
20
年
代
後
半
に
は
地
区

内
の
土
地
利
用
が
促
進
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
が
ほ
ぼ
概
成
さ
れ
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
現
在
の
進
捗
率
を
い
わ
ゆ
る
宅

地
化
率
で
捉
え
る
と
、
令
和
５
年
度
末

時
点
で
概
ね
70
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
望
ま
な
い
孤
独
」
に

寄
り
添
う
体
制
を

質　

問

　

国
内
の
自
殺
者
数
は
2019
年
に
お
い
て

２
万
169
人
で
、
過
去
最
多
と
な
っ
た
2003

年
と
比
較
し
、
約
１
万
５
千
人
減
少
し

て
い
る
。
一
方
で
、
小
中
高
生
の
自
殺

者
数
は
2022
年
に
初
め
て
500
人
を
超
え
、

統
計
開
始
以
来
最
多
の
514
人
と
な
っ
た
。

少
子
化
が
進
み
、
出
生
数
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ど
も
の
自

殺
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
本

市
で
も
20
歳
未
満
の
自
殺
死
亡
率
が
全

国
と
比
較
し
て
上
回
っ
て
お
り
、
憂
慮

す
べ
き
状
況
で
あ
る
。

　

親
や
先
生
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い

な
ど
と
い
う
思
い
か
ら
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
な
い
人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
頼
り
た
く
て
も
頼
れ
な
い
人

が
確
実
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
が

重
要
で
あ
る
。

　

相
談
窓
口
が
一
つ
の
受
け
皿
に
な
る

と
考
え
る
が
、
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
検
討
し

て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

現
在
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
電
話
や

対
面
相
談
を
中
心
と
し
た
支
援
の
み
で
、

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

若
い
世
代
は
文
字
で
自
分
の
考
え
を

整
理
し
な
が
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
チ
ャ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
相
談

が
有
効
な
手
段
の
一
つ
だ
と
捉
え
て
お

り
、
既
に
実
施
し
て
い
る
他
市
の
状
況

を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　

若
い
世
代
も
含
め
市
民
の
多
様
な
相

談
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

一 般 質 問

鍋
なべしま

島　勢
せ り

理
（未来の風）

質問した項目
■「望まない孤独」対策について
■人口減少と多様化する社会にお
ける教育機会の保障について
■今後の高齢者入所施設の確保
の在り方について

上
う え だ

田　秀
ひでし

（創志会）

質問した項目
■市民の暮らしを守る有害鳥獣
対策について

■西条第二地区のまちづくりと
黒瀬川の整備について

上田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

鍋島議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※権利擁護ステーション　　 東広島市内の医療・介護・児童・成年後見制度等を業務とする機関を支え、権利擁護支援のための連携や
対応強化を目指す専門機関。

　ＳＳＲ　　スペシャルサポートルームの略で、不登校等児童生徒の校内の居場所としての校内適応指導教室のこと。

高
齢
者
の
「
終
活
相
談
支
援

の
充
実
」
に
つ
い
て

質　

問

　

自
身
の
最
期
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

高
齢
者
は
多
く
お
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
死
後
の
手
続
き
や
遺
品
整
理
、

相
続
登
記
と
い
っ
た
、
自
身
の
死
後
に

関
す
る
事
務
処
理
等
の
全
般
的
な
相
談

が
で
き
る
終
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
終
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
※
権
利

擁
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
高
齢
者
等
終
身

サ
ポ
ー
ト
事
業
者
等
の
活
動
状
況
や
、

他
市
町
の
動
向
も
参
酌
し
つ
つ
、
必
要

な
機
能
や
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

「
居
場
所
づ
く
り
」に
つ
い
て

質　

問

　

学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
学
べ
る

環
境
や
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過
ご
せ
る
居

場
所
、
小
さ
な
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ

な
い
相
談
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
そ
の
一
端
を
担
う
と

考
え
る
。
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
利
用
支
援
補
助

金
等
の
導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

公
的
支
援
と
し
て
の
※
Ｓ
Ｓ
Ｒ
な
ど

の
居
場
所
づ
く
り
や
不
登
校
等
児
童
生

徒
へ
の
支
援
者
の
拡
充
を
優
先
し
、
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
支
援
補
助

金
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
く
。

産
科
が
減
っ
た
東
広
島
市
で

お
産
が
で
き
る
の
？

質　

問

　

東
広
島
市
の
分
娩
取
扱
施
設
は
、
東

広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
と
民
間
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
２
カ
所
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め

「
近
隣
市
町
の
産
科
へ
時
間
を
か
け
て

通
院
し
て
い
る
」、「
里
帰
り
出
産
を
し

た
く
て
も
産
科
が
な
い
か
ら
諦
め
て
い

る
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
あ
る
が
、
現

在
の
分
娩
取
扱
施
設
で
対
応
で
き
て
い

る
の
か
？

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
、
里
帰
り
出
産
も
含
め
、

市
内
の
分
娩
取
扱
施
設
で
の
年
間
の
分

娩
件
数
を
約
１
，
2
0
0
件
程
度
と
見

込
ん
で
お
り
、
今
年
度
よ
り
、
広
島
大

学
か
ら
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
産
科

医
を
１
名
増
員
し
て
配
置
い
た
だ
き
、

体
制
を
拡
充
し
た
。
本
年
度
の
４
月
か

ら
７
月
の
４
カ
月
間
の
分
娩
件
数
は
２

施
設
で
373
件
と
ほ
ぼ
想
定
し
た
と
お
り

の
状
況
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
里
帰
り
出

産
も
80
件
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
２
施
設
で
年
間
分
娩
件
数
に
対

応
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

開
業
依
頼
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
の
？

質　

問

　

開
業
予
定
の
小
児
科
医
師
が
い
る
場

合
に
は
本
市
で
の
開
業
を
依
頼
す
る
な

ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、具
体
的
な
動
き
は
あ
る
の
か
？

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
８
年
春
に
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
開
業
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
も

広
島
大
学
、
医
師
会
と
連
携
を
密
に
し

て
小
児
医
療
の
充
実
に
取
り
組
む
。

一 般 質 問

木
き む ら

村　輝
て る え

江
（未来の風）

質問した項目
■安心して産み育てられる環境
づくりについて

■高屋情報ラウンジについて

下
しもむかい

向　智
ち え こ

恵子
（公明党）

質問した項目
■高齢者の相談支援について
■不登校への対応について

下向議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

木村議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ＡＥＤ　　 Automated External Defibrillatorの略で、自動体外式除細動器のこと。心室細動と呼ばれる不整脈によってポンプと
しての機能がなくなってしまった心臓に電気ショックを与えることにより、元の収縮を取り戻させるための機器。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

質　

問

　

労
働
者
協
同
組
合
法
の
施
行
に
伴
い
、

協
同
労
働
と
い
う
働
き
方
が
注
目
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
。
市
民
の
多
様
な
働
き

方
の
促
進
の
み
な
ら
ず
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
課
題
の

解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
協
同
労
働
の
促
進
を
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
の

見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

労
働
者
協
同
組
合
法
は
、
労
働
者
自

ら
が
組
合
員
と
し
て
出
資
し
、
従
事
す

る
こ
と
を
基
本
原
理
と
す
る
労
働
者
協

同
組
合
の
設
立
や
運
営
、
管
理
が
可
能

と
な
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

全
国
的
に
協
同
労
働
の
取
組
み
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
協
同
労
働
の
先
進
地
で
あ

る
広
島
市
で
は
、
移
動
支
援
を
伴
う
地

域
の
支
え
合
い
活
動
や
、
子
ど
も
を
対

象
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
、
耕
作
放
棄
地
の
整
備
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
営
な
ど
、
福
祉

や
地
域
振
興
の
分
野
に
留
ま
ら
ず
、
多

種
多
様
の
取
組
み
が
協
同
労
働
に
よ
り

営
ま
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

地
域
の
支
え
合
い
活
動
や
地
域
食
堂
な

ど
、
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
活
動
を
、
協
同
労
働
に
よ
り

行
っ
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
協
同
労
働
の

仕
組
み
は
、
本
市
で
は
十
分
に
認
知
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
制
度
の
周

知
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
先

進
事
例
の
取
組
み
を
参
考
に
し
つ
つ
、

本
市
に
お
け
る
協
同
労
働
の
促
進
方
策

全
般
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

プ
ー
ル
授
業
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う

質　

問

　

1950
年
代
か
ら
1960
年
代
に
か
け
て
、
夏

場
の
水
難
事
故
が
多
発
し
た
こ
と
を
受

け
、
学
校
教
育
に
お
い
て
水
泳
を
必
須

科
目
と
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
近
年
も
プ
ー

ル
授
業
中
の
事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
。

命
を
守
る
た
め
の
教
育
の
は
ず
が
、
命

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
プ
ー
ル
授
業
で
児
童
生
徒
全

員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
教
員

だ
け
で
な
く
、
学
校
関
係
者
や
児
童
生

徒
、
保
護
者
も
含
め
て
協
力
し
、
多
面

的
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
鍵
と
な
る
と
考

え
る
が
、
プ
ー
ル
授
業
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

水
泳
は
、
水
中
で
の
運
動
で
あ
る
た

め
、
陸
上
の
運
動
以
上
に
安
全
対
策
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
各
校

で
は
、
監
視
体
制
を
確
実
に
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
ず
複
数
の

教
員
を
配
置
し
、
指
導
を
行
う
教
員
と
、

監
視
を
行
う
教
員
に
分
か
れ
て
、
児
童

の
異
変
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
、
そ
れ
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
退
職
教

員
等
を
派
遣
し
、
重
層
的
に
監
視
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、

万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
心
肺
蘇
生
や

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
係
る
教
員
研

修
を
行
う
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
等
を
授
業
開
始
前

に
行
う
な
ど
、
安
全
を
確
保
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

一 般 質 問

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■小・中学校のプール授業の在
り方について

■本市のDXの現在地について２

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■障がい児保育に必要な保育士
の加配について東広島市の現
状と課題について

■こども・子育て政策について
■労働者協同組合法の積極的な
活用について

坂元議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

落海議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

消
防
団
に
お
け
る
外
国
人

機
能
別
団
員
を
求
め
る
！

質　

問

　

外
国
人
が
多
く
暮
ら
す
本
市
に
お
い

て
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導

の
面
か
ら
外
国
人
の
機
能
別
団
員
制
度

が
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
、
国
が
「
外
国
人
の
消
防
団
員

が
従
事
で
き
る
任
務
を
明
確
化
し
た
指

針
」
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

指
針
に
従
い
、
団
員
確
保
、
地
域
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
改
修
に
つ
い
て

質　

問

　

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模

改
修
工
事
の
主
な
内
容
を
伺
う
。
ま
た
、

駐
車
場
等
の
敷
地
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
も
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

設
置
時
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
顕
在
化

し
た
問
題
や
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
感

じ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
生
涯
学
習
部
長

　

防
水
改
修
や
劣
化
部
分
の
補
修
、
ト

イ
レ
の
改
修
、
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
及
び

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
音
響
な
ど
を
予
定

し
て
お
り
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
約
12

か
月
間
の
休
館
を
予
定
し
て
い
る
。
見

え
て
き
た
問
題
と
し
て
駐
車
場
か
ら
施

設
へ
向
か
う
導
線
や
駐
車
場
の
配
置
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
が
あ
る
た
め
改

善
し
て
い
き
た
い
。
ハ
ー
ド
面
の
ほ
か
、

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
ソ
フ

ト
面
の
改
善
も
検
討
し
、
利
用
し
や
す

い
環
境
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

質　

問

　

生
徒
指
導
の
在
り
方
及
び
校
則
の
見

直
し
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

校
則
の
見
直
し
に
は
児
童
生
徒
の
主
体

的
な
考
え
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
等
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
達
成
出
来

て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

全
小
中
学
校
で
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
、
学
校
や
地
域
の
状
況
、
時
代
の

変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
校
則
の
見
直
し

に
取
り
組
ん
だ
。
中
学
校
で
は
、
生
徒

が
主
体
的
に
考
え
る
機
会
を
設
け
て
い

る
一
方
で
、
小
学
校
で
は
、
そ
の
機
会

が
十
分
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
、
例
え
ば
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
児
童
会
を
巻
き
込
ん
だ
取
組

み
が
行
わ
れ
る
よ
う
学
校
を
支
援
す
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

質　

問

　

全
国
的
な
教
員
不
足
の
現
状
を
踏
ま

え
る
と
、
人
員
以
外
の
対
応
策
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
、

授
業
数
の
平
準
化
、
業
務
の
外
部
委
託
、

学
校
行
事
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
で
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

さ
ら
な
る
教
員
の
働
き
方
改
革
に
向

け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
普
及
や
、
夏

季
休
業
期
間
の
短
縮
に
よ
る
授
業
数
の

平
準
化
の
本
格
実
施
、
地
域
や
企
業
、

外
部
人
材
の
協
力
に
よ
る
取
組
み
な
ど

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
行
事
の
実

施
に
お
い
て
は
、
業
務
改
善
に
効
果
の

あ
る
取
組
み
を
全
小
中
学
校
に
周
知
し

て
い
く
。

一 般 質 問

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（未来の風）

質問した項目
■教育施策について
■市民協働のまちづくりについ
て

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■東広島市消防団について
■黒瀬生涯学習センターについ
て

■子育て政策について

大下議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

鈴木議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※フェーズフリー　　 身のまわりにあるモノやサービスを、日常時だけでなく非常時にも役立つようにデザインしようという考え方。
　カスタマーハラスメント　　 顧客等からのクレーム・言動のうち、要求の内容の妥当性に照らして、その要求を実現するための手段・

様態が社会通念上不相応なものであって、それにより労働者の就業環境が害されるもの。

※伝統的建造物群保存地区制度　　 主に、伝統的建造物群の外観における位置や規模、形態や意匠、また色彩等の特性を、その周囲
の環境と併せて保存することを目的とした制度。

食
品
添
加
物
に
つ
い
て

学
べ
る
講
演
会
の
開
催
を
！

質　

問

　

加
工
食
品
の
裏
面
表
示
に
お
い
て
、

原
材
料
名
に
あ
る
「 

／ 

」
以
降
は
食

品
添
加
物
で
あ
る
。
厚
労
省
は
、
加
工

食
品
に
ど
の
添
加
物
が
含
ま
れ
て
い
る

の
か
を
消
費
者
自
身
で
判
断
で
き
る
よ

う
、『
用
途
名
併
記
』
を
義
務
付
け
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
を
知
る
市
民

は
少
な
い
。
外
部
講
師
を
招
い
て
食
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
で
き
な
い
か
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

食
や
栄
養
に
知
見
が
あ
る
東
広
島
地

域
活
動
栄
養
士
会
や
広
島
国
際
大
学
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
が
食

と
健
康
へ
の
意
識
や
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
講
演
会
を
開
催
し
て

い
く
。

歴
史
あ
る
酒
蔵
の
景
観
を

次
世
代
に
繋
ぐ
に
は

質　

問

　

西
条
酒
蔵
通
り
地
区
の
町
並
み
を
未

来
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、「
※
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
を
導
入

し
、
保
護
・
活
用
し
て
い
く
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
令

和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
住
民

説
明
会
の
評
価
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

住
民
、
地
権
者
に
対
し
６
回
の
説
明

会
を
開
催
し
た
。
酒
蔵
地
区
の
修
景
整

備
の
た
め
、
大
正
・
昭
和
前
期
の
洋
風

建
築
等
を
活
用
す
べ
き
と
い
う
声
が
あ

る
一
方
、
高
齢
者
世
帯
や
空
き
家
所
有

者
か
ら
は
建
物
の
維
持
や
防
災
に
つ
い

て
の
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
丁
寧
に
対
応
を
し
て
い
く
。

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画

の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

①
包
括
的
な
課
題
ご
と
に
関
係
者
が

協
働
し
て
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
活
用
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
②
防
災
の
新
た
な

考
え
「
※
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

細
谷
危
機
管
理
担
当
理
事

　

①
新
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
の
財
政
と
社
会
情
勢
の
変
化
の
見
通

し
を
踏
ま
え
、
国
等
の
財
政
支
援
を
活

用
し
、
様
々
な
社
会
課
題
に
包
括
的
に

対
応
で
き
る
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て

い
く
。
②
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
防
災
の
概

念
に
つ
い
て
職
員
の
研
さ
ん
を
深
め
る

と
と
も
に
、
普
及
促
進
し
て
い
き
た
い
。

総
合
計
画
推
進
の
た
め
の

組
織
体
制
に
つ
い
て

質　

問

　

①
市
の
組
織
名
称
を
従
来
の
部
課
制

に
戻
し
、
政
策
ご
と
に
配
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
②
本
市
に
お
け
る

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

認
識
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
総
務
部
長

　

①
事
業
推
進
の
た
め
に
最
適
な
組
織

体
制
を
目
指
す
と
と
も
に
、
所
管
事
業

や
連
携
状
況
を
踏
ま
え
て
適
正
な
配
置

を
行
う
。
②
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

本
市
で
も
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
あ
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
的
な
対
応
方
針
の
策
定
や
職
員
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
組
織
的
対
応
に
つ
い
て
の
研

修
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画の推
進について

■第五次東広島市総合計画推進
に向けての組織体制整備につ
いて

山
や ま だ

田　学
まなぶ

（真政俱楽部）

質問した項目
■食育の取り組みについて
■西条酒蔵通り地区の「伝統的
建造物群保存地区」の保全活
動について

山田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

景山議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

農
業
に
希
望
を

取
り
戻
す
た
め
に

質　

問

　

古
く
か
ら
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
と

し
て
知
ら
れ
る
本
市
に
と
っ
て
、
農
業

は
根
源
的
な
営
み
で
あ
る
。
再
び
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
課
題
で
あ
る
遊
休

農
地
、
荒
廃
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
活

用
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

　

①
本
市
に
お
け
る
農
地
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

②
静
岡
市
が
農
地
集
約
や
企
業
用
地

の
創
出
に
取
り
組
む
新
た
な
法
人
を
立

ち
上
げ
、
農
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
耕
作
放
棄
地
を
含
む
開
発
可
能

な
未
利
用
・
低
利
用
地
を
集
約
す
る
こ

と
で
、
企
業
立
地
の
用
地
と
し
て
有
効

活
用
す
る
取
組
み
を
始
め
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
点
在
す
る
遊
休
農
地
・

耕
作
放
棄
地
等
を
集
約
し
て
企
業
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

①
令
和
５
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、

全
体
の
農
地
面
積
８
，
6
7
0
ha
の
う

ち
耕
作
地
の
割
合
が
77
％
、
不
作
付
地

が
20
％
、
遊
休
農
地
が
１
％
、
非
農
地

が
２
％
と
、
23
％
が
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

②
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た

め
、
今
年
度
か
ら
部
局
横
断
的
な
組
織

と
し
て
次
世
代
学
園
都
市
構
想
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
必
要
な
農
地
は

守
り
な
が
ら
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

産
業
用
地
の
確
保
を
推
進
す
る
な
ど
、

よ
り
一
層
有
効
な
土
地
利
用
を
推
し
進

め
て
い
く
た
め
、
静
岡
市
の
事
例
も
含

め
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

周
辺
地
域
の
活
性
化
を

支
え
る
サ
ポ
ー
ト
策
と
は

質　

問

　

安
芸
津
町
で
は
、
民
間
に
よ
り
無
人

島
教
育
事
業
の
拠
点
が
新
た
に
設
置
さ

れ
る
な
ど
、
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

組
み
を
増
や
す
た
め
に
は
、
地
域
の
主

体
性
を
高
め
る
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
担
い
手
と
な
る
人
材
を

確
保
・
育
成
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

だ
と
思
う
。
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

安
芸
津
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
関
係
団
体
に
呼
び
か
け
を
行
い
、

安
芸
津
地
域
拠
点
性
再
生
会
議
を
発
足

し
た
。
こ
の
会
議
を
通
じ
て
、
地
域
の

将
来
像
を
描
き
つ
つ
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
も

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
補
助
金
等
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ

り
、
人
材
の
確
保
・
育
成
、
体
制
強
化

を
支
援
し
て
お
り
、
今
後
も
工
夫
し
な

が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

集
落
支
援
員
の

今
後
の
役
割
に
つ
い
て

質　

問

　

集
落
支
援
員
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、

空
き
家
情
報
の
収
集
や
空
き
家
バ
ン
ク

の
利
用
促
進
な
ど
、
役
割
に
方
向
性
を

持
た
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

移
住
や
空
き
家
対
策
を
含
め
、
住
民

自
治
協
議
会
と
議
論
を
重
ね
、
地
域
に

と
っ
て
望
ま
し
い
姿
を
共
に
追
求
で
き

る
よ
う
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

一 般 質 問

上
うえおか

岡　裕
ひろあき

明
（清新の会）

質問した項目
■人口減少地域の活性化に向け
て

向
む か い

井　哲
てつひろ

浩
（創志会）

質問した項目
■農業に希望を取り戻すために…
甦れわがまちの農地！

向井議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

上岡議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

農
業
の
未
来
を
描
く
地
域

計
画
を
ど
う
策
定
？

質　

問

　

農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不

足
等
の
問
題
が
山
積
し
、
農
業
の
衰
退

も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取

組
み
も
加
速
化
し
て
お
り
、
一
定
の
規

模
の
農
家
で
あ
れ
ば
今
後
有
用
に
な
り

得
る
と
の
見
立
て
も
あ
る
。
農
業
従
事

者
に
と
っ
て
、
農
業
機
械
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
物
で
あ
る
が
、
高
額
化
し
て

い
る
。
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
希
望
の

持
て
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

集
落
法
人
等
を
対
象
と
し
て
、
農
業

活
動
の
持
続
と
経
営
の
安
定
化
を
促
進

す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
を
支
援
し
て
い
る
。
農
地
の
維
持
管

理
や
作
業
効
率
の
向
上
に
一
定
の
効
果

が
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
食
品
ロ
ス

に
つ
い
て

質　

問

　

廃
棄
さ
れ
る
食
べ
物
は
、
小
売
店
で

の
売
れ
残
り
や
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し

な
ど
事
業
者
か
ら
出
る
も
の
と
、
賞
味

期
限
切
れ
等
に
よ
る
廃
棄
物
で
家
庭
か

ら
出
る
も
の
が
あ
る
が
、
本
市
に
お
け

る
食
品
ロ
ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁
／
中
村
生
活
環
境
部
長

　
「
東
広
島
食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
運
動
」
に

よ
る
啓
発
効
果
も
あ
り
、
手
つ
か
ず
食

品
や
食
べ
残
し
食
品
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
ゼ
ロ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む
。

寺
西
保
育
所
の
更
新

（
建
替
え
）
に
つ
い
て

質　

問

　

築
50
年
を
超
え
、
老
朽
化
し
た
寺
西

保
育
所
は
、
保
護
者
や
現
場
か
ら
早
期

建
替
え
の
要
望
の
声
が
あ
る
が
、
市
と

し
て
の
認
識
と
移
転
（
建
替
え
）
も
見

据
え
た
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
中
村
こ
ど
も
未
来
部
長

　

寺
西
保
育
所
は
、
他
の
市
内
公
立
保

育
施
設
に
比
べ
、
建
築
年
も
古
く
、
老

朽
化
と
経
年
劣
化
が
深
刻
で
あ
り
、
児

童
の
安
全
面
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
施
設
更
新
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
複
数
の
移
転
建
替

え
候
補
地
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
進
め

て
お
り
、
選
定
後
は
速
や
か
な
用
地
取

得
と
施
設
建
設
に
よ
り
、
可
能
な
限
り

早
く
、
安
全
で
快
適
な
保
育
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

都
市
計
画
道
路
で
あ
る
吉

行
泉
線
の
進
捗
状
況
は
？

質　

問

　

都
市
計
画
道
路
の
吉
行
泉
線
は
本
年

度
に
２
工
区
が
完
成
予
定
と
聞
く
が
、

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
含
め
た
今
後
の
開
通

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
台
信
都
市
部
長

　

２
工
区
は
今
年
度
、
消
防
署
跡
地
前

の
交
差
点
か
ら
本
通
り
線
ま
で
の
道
路

改
良
工
事
を
発
注
し
、
令
和
７
年
度
末

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
３
工
区
の
設
計
内
容
や
事
業

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

の
事
前
協
議
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後

の
本
市
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、

事
業
着
手
時
期
を
判
断
し
て
い
く
。

一 般 質 問

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■地域交通における「担い手」
「移動手段」不足解消への対
応について

■子育て施策について
■市民等からの要望と国・県へ
の提案事項について

■若者の定住促進対策について

玉
たまがわ

川　雅
まさひこ

彦
（創志会）

質問した項目
■本市の農業施策について
■本市における食品ロスについ
て

玉川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

岡田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※コンソーシアム　　 広島大学スマートシティ共創コンソーシアムのこと。東広島市、広島大学と賛同企業が参画し設立した共同事
業体。民間企業と行政が連携しながら、広島大学東広島キャンパス及びその周辺エリアにおいて、スマートシティ
の形成につながる活動を行い、その成果を周辺地域に社会実装することでイノベーションを創出することを目
的としている。

※Ｔｏｗｎ＆Ｇｏｗｎ　　 欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となったまちづくりを目
指すため、大学と東広島市が連携を図りながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素 

－

本
市
の
進
む
べ
き
方
向
は
？

質　

問

　

現
在
日
本
で
は
、
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
が
、
鳥
獣

保
護
区
や
国
立
公
園
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
自
然
環

境
を
破
壊
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
水
力
の
あ
る
森
を
伐
採
し

て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
た
め
、

雨
水
が
流
出
し
、
各
地
で
土
砂
災
害
が

発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
再
エ
ネ
の
電

力
買
取
は
消
費
者
の
電
気
代
に
上
乗
せ

さ
れ
て
お
り
、
電
気
代
が
高
騰
し
て
い

る
。
そ
し
て
儲
け
て
い
る
の
は
主
に
中

国
資
本
で
あ
る
。

　

私
は
、
地
球
温
暖
化
の
「
二
酸
化
炭

素
犯
人
説
」
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
信
じ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
る

時
は
裏
に
目
的
が
あ
る
か
ら
だ
。「
環
境
」

と
い
う
キ
レ
イ
な
言
葉
に
く
る
み
な
が

ら
、
本
質
は
「
金
儲
け
」
で
あ
る
こ
と

は
世
界
の
常
識
だ
が
、
日
本
は
真
面
目

に
や
っ
て
し
ま
い
、
自
然
を
破
壊
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
本
市
の

取
り
組
む
根
幹
の
政
策
と
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
半
導
体
に
し
て
も
、
お
金
が

地
元
に
流
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
外
資

に
利
用
さ
れ
る
だ
け
だ
。
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
な
ど
地
球
規
模

の
視
野
で
検
討
し
、
地
域
の
課
題
解
決

や
経
済
に
結
び
付
け
る
の
が
※
Ｔ
ｏ
ｗ

ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
の
取
組
み
で
あ
る
。
経

済
活
動
で
は
、
外
部
資
金
を
獲
得
し
な

が
ら
、
そ
れ
を
内
部
で
留
保
し
、
地
域

内
で
経
済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
大
学
と
企
業
と
も
連
携
し
、

持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
し
た
い
。

仮
説
の
学
園
都
市
構
想

実
現
に
向
け
市
民
理
解
を

質　

問

　

①
次
世
代
学
園
都
市
構
想
は
、
事
業

開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し
て
も
、
市
民

理
解
が
十
分
と
は
い
え
ず
、※
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
内
部
で
の
決
定
に
よ
る
事
業
進

行
の
た
め
、
議
会
も
プ
ロ
セ
ス
を
把
握

し
づ
ら
い
状
況
で
あ
る
。
市
民
理
解
の

促
進
と
事
業
の
透
明
性
に
つ
い
て
問
う
。

　

②
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
市
の

財
政
負
担
を
ど
う
算
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

川
口
副
市
長

　

①
市
と
し
て
全
体
像
を
き
っ
ち
り
説

明
し
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

　

②
先
進
的
な
取
組
み
で
あ
り
、
一
定

の
リ
ス
ク
を
伴
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

民
間
資
金
の
活
用
な
ど
先
導
的
な
取
組

み
や
工
夫
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
報
酬

ア
ッ
プ
は
、
市
の
負
担
で

質　

問

　

地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
、
市
直
営
の
職
員
に
準
じ
て
指
定
管

理
者
の
職
員
に
給
与
等
の
増
額
を
行
う

場
合
、
既
定
の
指
定
管
理
料
の
中
で
対

応
を
求
め
て
い
る
が
、
自
治
協
の
裁
量

に
よ
っ
て
、
報
酬
格
差
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
給
与
等
の
上
昇
分
は
指
定

管
理
料
の
補
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
惣
引
地
域
振
興
部
長

　

人
件
費
の
引
上
げ
は
、
ま
ず
は
既
定

の
指
定
管
理
料
で
対
応
い
た
だ
く
。
賃

金
水
準
の
変
動
等
で
当
初
合
意
の
額
が

不
適
当
と
な
る
場
合
、
両
者
が
協
議
し
、

必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
増
額
変
更
す
る
。

一 般 質 問

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■次世代学園都市構想を探る
■地域センターの運営について

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政俱楽部）

質問した項目
■本市の進むべき方向性につい
て

宮川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

重森議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※財政調整基金　　 地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金。経済事情の著しい変動で財源が不足する場
合や、災害、急を要する大規模な建設事業の経費、その他やむを得ない理由により生じた経費などの財源として
活用される。

※ぴかっとわたるくん　　 信号機のない横断歩道に設置し、横断する際にボタンを押すとＬＥＤが点滅して横断者の存在を車両に知
らせ、歩行者の安全を守る装置。

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
防
止
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

総
務
省
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
経
由

で
各
市
町
村
へ
「
地
方
た
ば
こ
税
の
安

定
的
な
確
保
と
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
対

策
の
推
進
の
た
め
の
分
煙
施
設
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
が
出
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

分
煙
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
一
定
の

受
動
喫
煙
防
止
効
果
が
あ
る
が
、
仮
に

人
通
り
の
多
い
受
動
喫
煙
防
止
区
域
の

周
辺
に
分
煙
施
設
が
設
置
さ
れ
る
と
、

喫
煙
者
が
多
く
集
ま
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
分
煙
施
設
に
出
入
り
す
る
喫
煙
者

の
衣
服
や
髪
の
毛
に
付
着
し
た
煙
や
肺

に
残
っ
た
呼
出
煙
に
よ
り
、
近
く
を
通

行
す
る
人
が
受
動
喫
煙
す
る
恐
れ
が
否

め
な
い
こ
と
か
ら
、
分
煙
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
の

実
現
に
つ
い
て

質　

問

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
渡
る
歩

行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
昨
年

「
※
ぴ
か
っ
と
わ
た
る
く
ん
」
を
紹
介

し
た
が
、
検
討
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
細
谷
危
機
管
理
担
当
理
事

　

現
在
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
死
亡
事

故
や
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
横
断

歩
道
、
通
学
路
、
車
両
交
通
量
や
歩
行

者
数
の
多
い
場
所
、
信
号
機
の
設
置

要
望
が
叶
わ
な
い
未
設
置
場
所
な
ど
、

様
々
な
条
件
の
整
理
を
行
い
、
設
置
の

検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

※
財
政
調
整
基
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
財
政
状
況
は
類
似
団
体
や
県

内
他
市
町
に
比
べ
、
概
ね
良
好
で
あ

る
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

も
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お
け
る
人
口

一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
類
似
団
体
に

比
べ
２
倍
程
度
あ
る
。
有
利
な
財
源
の

活
用
や
、
災
害
復
旧
の
優
先
な
ど
で
増

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
税
収
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
さ
れ
て
い
な
い
と

も
と
れ
る
。
財
政
調
整
基
金
の
目
的
と

方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

財
政
調
整
基
金
は
、
災
害
や
社
会
経

済
情
勢
等
の
急
激
な
変
化
な
ど
、
多
額

の
財
源
を
要
す
る
局
面
に
お
い
て
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
不
測
の
事
態
に
備
え

な
が
ら
も
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
や
行

政
課
題
等
に
対
し
、
適
宜
適
切
に
機
動

的
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
、
基

金
の
積
立
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極

め
て
い
く
。

未
来
へ
の
投
資
に
よ
る

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
！

質　

問

　

公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
な
ど
の
課

題
を
抱
え
る
中
、
積
極
的
な
予
算
措
置

を
行
う
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
令
和
７

年
度
予
算
編
成
へ
の
意
気
込
み
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

今
後
策
定
す
る
中
期
財
政
運
営
方
針

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
の
積
極

的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■予算編成の方向性について
■コンベンションホール及び宿
泊施設の整備について

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■安全・安心な市民生活の実現
について

■望まない受動喫煙防止の推進
について

中川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

片山議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

あ
き
つ
地
域
で
ぶ
ど
う
の

産
地
化
を
目
指
す
！

質　

問

　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
誕
生
の
地
あ

き
つ
地
域
で
ぶ
ど
う
の
産
地
化
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

あ
き
つ
地
域
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
は
じ
め
、
新
た
な
品
種
の
発
祥
の

地
で
あ
り
、
ぶ
ど
う
の
産
地
化
や
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
う
え
で
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
地
の
候
補
地
選
定
を
図
る
と
と
も

に
、
あ
き
つ
地
域
の
ぶ
ど
う
産
地
化
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
配
置
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
確
保

と
人
口
減
少
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
た
め
市
役
所

北
館
の
早
期
整
備
を
！

質　

問

　

新
施
設
に
お
け
る
整
備
方
針
に
は
、

子
育
て
支
援
機
能
、
防
災
機
能
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
機
能
に
は
、

他
と
連
携
し
た
発
達
に
関
す
る
専
門
的

な
相
談
支
援
機
能
の
集
積
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
広
域
的
な
災
害
が

想
定
さ
れ
る
中
、
災
害
対
応
と
通
常
業

務
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
早
期
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の

所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

新
施
設
の
整
備
は
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
な
る
た
め
、
整
備
時
期
は
、
中

長
期
的
な
行
財
政
運
営
の
見
通
し
を
立

て
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■農業政策について
■やさしい未来都市の実現につ
いて

■漁業振興・危機管理について

岩崎議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

議決・決議とは？　意見書とは？
　　　  とは、議会に提出された議案などについて採決を行い、※合議体としての議会の意思を
決定することです。
　議案の内容によって様々な種類があり、可決・否決（予算、条例、決議など）、承認（専決
処分など）、その他（許可、同意、認定、採択など）があります。

　　　  とは、議決の対象となるもののひとつで、議会が自ら行う事実上の意思形成行為です。
多くは法令の規定に基づかない意思決定（要望決議、議員辞職勧告決議など）に使用されますが、
市長の不信任決議（自治法178条）、100条調査など、法的効果が与えられるものもあります。９、
10ページに、令和６年第３回定例会で可決された決議を掲載しています。

　　　　   とは、地方公共団体の公益に関することに関し、議会の意思を意見としてまとめた
文書のことで、国会または関係行政庁に提出することができます。（自治法99条）令和６年中
には、次の意見書を国会等へ送っています。
●有機フッ素化合物に関する対策を求める意見書
●地方財政の充実・強化に関する意見書
● さらなる少人数学級の実施、教職員定数の改善並びに義務教育費国庫負担制度の拡充を求め
る意見書 （８ページ参照）

※合議体　　 複数人の意思を総合して、意思決定を行う組織体のことで、議会は「合議制」の議事機関です。
　　　　　　これに対して、市長は一人で意思決定できるので「独任制」の執行機関です。

議決

決議

意見書
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート

行政視察報告書はコチラから

「議員のコンプライアンス」をテーマに
議員研修を実施しました

　令和６年８月22日、元・都道府県議会議長会
事務局次長で、現在は全国各地で議会運営や政
務活動費等についてご指導されている内田一夫
氏を講師にお招きし、議員に求められているコ
ンプライアンスや政務活動費の適正な支出につ
いて講演をいただきました。
　議員として「やってはいけないこと」だけで
なく、「やるべきこと」が何かを再認識し、また、
政務活動費について、趣旨に沿った住民福祉の
増進を図るための活用手法を学びました。

文教厚生委員会行政視察
◆視察日：令和６年７月24日～26日
◆視察先：福岡県大牟田市、西南学院大学非常

勤講師木山氏、三重県松阪市

　「地域共生社会の実現について」をテーマに、
福岡県大牟田市では包括的な支援体制の構築を
支援するための多機関協働事業について、木山
先生からは社会福祉協議会等との連携及び協働
のあるべき姿の考察などについて、松阪市では
健康と福祉の身近な相談窓口である福祉まるご
と相談室等について聴き取りました。

市民経済委員会行政視察
◆視察日：令和６年７月３日～５日
◆視察先：大分県大分市、大分県宇佐市、大分

県豊後高田市

　「移住・定住促進の取組みについて」をテー
マに、「住みたい田舎」ベストランキングにお
いて上位の自治体等を選定しつつ、同一県内の
移住・定住促進の取組み状況、その取組みの影
響等を参考とすることを目的とし、大分県内の
３市を視察しました。

建設委員会行政視察
◆視察日：令和６年７月24日～26日
◆視察先：茨城県庁、岩手県庁、株式会社小田

島組

　ICTの利活用における人材確保・育成、関係
機関との連携や、行政からの情報発信、小規模
工事での活用の可能性等について調査研究する
ため、「建設工事におけるICTの利活用について」
をテーマに、先進自治体及び若年層や女性の建
設人材の確保・育成等に積極的に取り組まれて
いる企業を視察しました。
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市
民
の
声

The letter from a citizen

33歳、地域活動を始めました
中
なかそ
曽　修

しゅうへい
平（八本松町）

若者が集う賑わいある町へ
重
しげつね
常　結

ゆうね
音 （高屋町）

　私は自分の住んでいる地域がより住みやす

い街になって欲しいという思いから、今年度

より住民自治協議会の文化部会、おやじの会、

消防団等の地域活動に参加し、ふるさと文化

祭の運営、HPの作成、小学校の環境整備や備

品の修繕等、消防訓練の参加や夏祭りで行わ

れた打ち上げ花火での警備に携わっています。

今までこの街で育つ中、何気なく享受してき

た事が、多くの方々の支えによって成り立っ

ていることに改めて気づかされました。

　そして住みやすいだけの街よりも、大人も

子どもも、ここが好きだと自慢できる素敵な

街を目指したいと思うようになりました。

　最後に、こういう活動は私の年代の参加が

少ないので、もっと増えていく事を期待して

います。一緒に盛り上げていきましょう！

　私は高屋町に住んでいる高校３年生です。

高屋町を含め、東広島市は祭りなどのイベン

トが多く地域の人との繋がりが深いと感じて

います。一方で、市内中心部など人が集まり

やすい場所を除いて、そのようなイベントご

とがない限り、若者同士が交流できる機会や

場所が少ないと感じています。

　実際、私が住んでいる高屋町には、高校や

大学があり若者が多く、近年は住宅街やマン

ションが増えてきました。しかし、若者が遊

び交流できるような場所は一向に増えません。

友人とも話をしていますが、このままでは町

を出ていく若者が増えていくばかりです。

　若者を含め、イベントがなくても全年代の

人々が交流でき、長く住み続けたいと思える

まちづくりを期待します。

■委本会議・委員会等の中継映像
　本会議や常任委員会、全員協議会等の様子はインターネット（YouTube）でライブ配信しています。市議会ホー
ムページからアクセスできますので、ぜひご利用ください。
　また、本会議はご覧いただきやすいよう編集した録画映像を市議会ホームページで配信しているほか、KAMON
ケーブルテレビでも録画映像を放送しています。
■本会議・委員会の傍聴、本会議の手話通訳・託児
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。
　本会議の手話通訳・託児を希望される方は、希望日の７日前までに議会事務局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420-0966へお問い合わせください。
東広島市議会

耳マーク

令和６年第４回定例会の日程
12月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

８ ９ 10 11 12 13 14

本会議（一般質問）

15 16 17 18 19 20 21

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

予備日

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

https:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま

し
た
。
台
風
の
大
型
化
も
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
市
内
各
地
で
無
事
お
米

の
収
穫
を
目
に
し
、
ほ
っ
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
東
広
島
運
動

公
園
の
改
修
工
事
、
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
の
新
設
、
高
屋
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
の
条
例
制
定
な
ど
、
利
用
者
も
多

く
、
皆
様
の
関
心
の
高
い
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
安
全
で
利
用

し
や
す
い
施
設
へ
向
け
て
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

施
設
利
用
に
当
た
っ
て
の
ご
意
見
が

あ
れ
ば
議
会
報
告
会
等
の
際
に
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

 

大
下　

博
隆

自然公園「あきまろの里」からの眺望
（安芸津町）

祝
のりとやま

詞山八
はちまん

幡神社例大祭
　安芸津町風早の祝詞山八幡神社で毎年10月に行
われる例大祭の「神

しんしん
賑行列」は、東広島市重要無

形民俗文化財に指定されています。総代の家を出
発した100人を超える行列が、奴

やっこぶ
振りと呼ばれる

伝統的な槍の演技を披露しながら神社へ向かいま
す。社殿を３度回ってから御

おたびしょ
旅所へ向かい、そこ

で祭典を行います。
　この行列は江戸時代中期にはすでに行われてお
り、風早の大切な伝統文化として現在まで絶える
ことなく受け継がれています。
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